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コーディネーター： 小比賀 聡（大阪大学大学院薬学研究科 教授） 

            水口 裕之（大阪大学大学院薬学研究科 教授） 

主 催： 公益財団法人 千里ライフサイエンス振興財団  

〒560-0082  大阪府豊中市新千里東町１丁目４番２号 

         千里ライフサイエンスセンタービル２０階 

E-mail：sng-2019@senri-life.or.jp  Tel：06-6873-2001  

http://www.senri-life.or.jp  

      

   講師： 神田 光郎 （かんだ みつろう） 先生 

名古屋大学大学院医学系研究科  

消化器外科学 講師 

 

   日時：  2020年 10月 16日（金） 18：00～19：15  

   場所： Web開催 

    参加費: 無料 

新型コロナ感染症の拡大に伴い、本会合はWeb形式に変更します。 

１．参加登録は事前申込み（E-mail）のみとし、定員(200名)になり次第締め切ります。 

２．参加予定者には、参加証を送付し、開催数日前に参加方法をお知らせします。 

3．既に、参加申込されている方には、同様に開催数日前に参加方法をお知らせします。 

 

 千里ライフサイエンス新適塾 

「未来創薬への誘い」第５１回会合  

『胃がん克服の鍵：腹膜播種の  

分子生物学的機構と治療開発』  
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【要 旨】 

 

外科臨床医として癌診療に携わる中で立ちはだかる大きな壁は、癌の転移と再発である。こ

れを克服するための最良の方法は、トランスレーショナルリサーチ、そして創薬研究であると

考えている。 

胃癌はゆるやかに減少傾向にあるものの、依然として国内外で罹患率、死亡者数ともに上位

を占めている。早期胃癌であれば切除によって治癒が得られるようになったが、転移を伴う胃

癌の予後は依然として不良である。なかでも腹膜播種は最も高頻度かつ最も難治な転移再発形

式であり、その 5年生存率は 7％と絶望的な予後となっている。転移巣成立機序の異なる腹膜

播種、血行性転移、リンパ行性転移の全てが一括して取り扱われていることが大きな問題であ

り、転移経路に特異的な分子標的治療薬は存在しないことが治療の限界を生んでいる。 

唯一、この状況に希望を灯している新規治療戦略に、抗腫瘍剤 paclitaxel の腹腔内投与が

ある。既に先進医療等で paclitaxelの腹腔内投与に取り組み、その効果を実感している。こ

れにより腹膜播種が制御され、従来は不可能であった胃癌切除にこぎつけて長期生存を得る症

例も見られている。腹腔内に直接拡散して病巣に Deliveryできる腹腔内投与は全身投与と比

べて安全性の面からも有利な点が多い。患者申し出療養、先進医療実施期間中には多くの患者

がこの治療を希望して受診したことがニーズの高さを物語っている。ただし、奏効例はまだご

く一部であることが問題であり、第 3相試験で生存期間延長は示したものの有意な差は示せず

に保険収載は見送られた。さらに効果的な治療薬もしくは併用療法が開発できれば革新的な予

後改善に繋がる可能性は高い。 

そこで、有望な治療法開発のためには、胃癌の転移様式と治療感受性を司る分子の制御が鍵

であると考えた。標準治療（根治的胃切除術と術後補助化学療法）に抵抗し再発した Stage III

胃癌症例から得た組織検体を用いて網羅的発現解析を行い、57749分子の中から腹膜播種症例

群でのみ有意に高発現する分子として synaptotagmin 13 (SYT13)を同定した。siRNAを用いた

先行研究で、マウス腹膜播種モデルに対する SYT13 に対する siRNA腹腔内投与の有効性が示さ

れた。 

現在、胃癌腹膜播種に対する SYT13を標的とした核酸医薬腹腔内投与の実用化を目指してア

ンチセンス核酸医薬開発を進めており、有望な結果を得ている。これまでの開発状況、実用化

に向けて克服すべき課題等についてデータを供覧しつつ議論したい。 
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2001年3月  名古屋大学医学部医学科 卒業 

2001年5月  名古屋記念病院 

2007年4月  名古屋大学大学院消化器外科学 

2010年3月  名古屋大学大学院消化器外科学 医学博士 

2010年9月～ 2012年8月 米国ジョンズ・ホプキンス大学 博士研究員 

2012年9月  名古屋大学医学部附属病院 消化器外科二 助教 

2019年5月～ 名古屋大学大学院医学系研究科 消化器外科学 講師 

 

【学会等】 

 

日本消化器外科学会 評議員 

日本胃癌学会 会誌編集委員、代議員 

日本消化器癌発生学会 評議員 

日本がん転移学会 評議員 

がん集学的治療研究財団 臨床研究開発・推進委員 

日本癌病態治療研究会 編集委員 

 

日本外科学会 専門医・指導医 

日本消化器外科学会 専門医・指導医 

日本食道学会 食道科認定医 

日本消化管学会 専門医・指導医 

日本消化器病学会 専門医 

日本肝臓学会 専門医 

日本がん治療認定医機構 がん治療認定医 

消化器がん外科治療認定医  

 

Editorial Board member;  

Gastric Cancer, World Journal of Gastrointestinal Oncology, Gastroenterology 
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 著作権法に基づき、講演の映像・音声、ならびに講演要旨は、ブログ・SNS への掲載、複製

または転用するなど、二次利用することを禁じます。 


